
プラズマ・核融合学会の論文等

はオンラインで読むこともでき，

その手段が多様で学生の頃から現在まで大変お世話になっ

ております．これまで多くの論文からプラズマが広範囲な

領域に広がりをもつことが故に多様性をもつことが示され

ているように思いますが，同時に普遍性をもっているとい

うことが垣間見え，それが私にとってプラズマを魅力的に

感じさせていることであるとつくづく感じています．

最近の社会生活の中でも，これまで以上に多様性という

言葉が頻発しているように思います．混沌とした複雑性を

含む社会だからこそ多様性がひとつのキーワードとして取

り上げられるのは，プラズマ研究に取り組んできた身とし

ては自然な流れのようにも感じます．そして，その社会に

も時代や場所を超えた普遍性を感じることがあり，これも

またプラズマと通じるように思っています．……とここま

で書いてみて自分なりに満足していましたが，これまでの

編集後記を読み返してみると，既に多くの方々が同様なこ

とに言及されていることを知りました．編集委員会活動は

まさにプラズマと社会の両側面をもつように思っています

が，こういった活動を通すとより一層強くそれらに多様性

と普遍性を感じるのかもしれません．

その編集委員会での活動，特に企画記事などに対する議

論は非常に活発でいつも大変刺激を受けています．一方

で，編集委員着任前は毎月名古屋で編集委員の方々と顔を

合わせることを楽しみにしていましたが，その着任前後で

生活様式が相転移のごとく一変しました．その中で最近に

なり学会や研究会等ではオンラインだけではなく，現地開

催も含めたハイブリッド開催もあると聞いています．

オンライン化も進み新しい生活様式が定着しつつあり，

新しい点が発芽しつつあるように思いますが，新しい生活

様式に加えて，従来活動も穏やかに再開していくことによ

り，それらが淘汰ではなく本当に多様化したことになるか

と思っています．こういった多様化する社会生活を通し

て，プラズマなどの研究にもさらなる多様性が見いだせれ

ば，それは興味深いです．そういう意味でも対面活動など

も少しずつ緩やかに再開されることを願いながら，筆をお

きます． （近藤康太郎）
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